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※本書は千葉県介護ロボット導入支援事業費補助金（以下補助金）の申請を考えている  

事業者向けに内容をまとめたものです。 

詳細については千葉県介護ロボット導入支援事業費補助金交付要綱（以下要綱）、 

及び千葉県介護ロボット導入支援事業費補助金交付要領（以下要領）を御確認ください。 

 

■１ 事業の目的（要綱第１条） 

介護ロボットの導入を促進することにより、介護従事者の身体的負担の軽減や業務の効

率化を図るとともに、介護従事者が継続して就労するための環境整備を目的とする。 

 

■２ 補助対象事業者（要綱別表） 

千葉県内に所在する介護保険法に基づく指定又は許可を受けた民間の介護サービス 

事業者。 

※特別養護老人ホーム・介護老人保健施設等は該当となりますが、公立施設は対象外。 

※住宅型有料老人ホームは補助金の対象外となります。 

 

■３ 補助対象となる介護ロボット（要綱第２条） 

（１）目的要件 

日常生活支援における、①移乗介護、②移動支援、③排泄支援、④見守り・コミュニケ

ーション、⑤入浴支援、⑥介護業務支援のいずれかの場面において使用され、介護従事者

の負担軽減効果のある介護ロボットであること。 

（２）技術的要件 

次のいずれかの技術的要件を満たす介護ロボットであること。 

ア センサー等により外界や自己の状況を認識し、これによって得られた情報を解析し、

その結果に応じた動作を行うロボット技術を活用して、従来の機器ではできなかった優位

性を発揮する介護ロボット 
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イ 経済産業省が行う「ロボット介護機器開発・導入促進事業」（平成３０年度からは

「ロボット介護機器開発・標準化事業」）において採択された介護ロボット（「重点分野

６分野１３項目の対象機器・システムの開発」に限る。） 

（３）市場的要件 

販売価格が公表されており、一般に購入等ができる状態にあるロボット。 

 

■４ 補助対象経費（要綱別表） 

 （１）当該年度に要する介護ロボットの購入、レンタル又はリースに係る経費。 

 （２）当該年度に要する見守り機器の導入に伴う通信環境整備に係る以下の経費※ 

  （ア）Ｗｉ－Ｆｉ環境を整備するために必要な経費（配線工事（Ｗｉ－Ｆｉ環境整備

のために必要な有線ＬＡＮの設備工事も含む）、モデム・ルーター、アクセス   

ポイント、システム管理サーバー、ネットワーク構築など） 

（イ）職員間の情報共有や職員の移動負担を軽減するなど効果・効率的な      

コミュニケーションを図るためのインカム（デジタル簡易無線登録型等の    

Ｗｉ－Ｆｉ非対応型のインカムを含む。）を導入するために必要な経費 

（ウ）介護ロボット機器を用いて得られる情報を介護記録にシステム連動させる  

ために必要な経費（介護ロボット機器を用いて得られる情報とシステム連動可能

な介護記録ソフトウェア（既存の介護記録ソフトウェアの改修経費を含む）、  

バイタル測定が可能なウェアラブル端末、介護ロボットを用いて得られる情報と

ソフトウェア間を接続するためのゲートウェイ装置等） 

※（２）については、今年度（１）の「見守り」ロボットと併せて交付申請する場合のみ    

補助対象とします。 

※（１）の「見守り」ロボットは例年通り単体で申請可能で、必ずしも（２）を併せて     

申請する必要はありません。 

 

■５ 補助の対象とならないもの（要綱別表） 

（１）当該年度に要する介護ロボットの購入、レンタル又はリースに係る経費について 

  ⇒メンテナンス費、通信費、設置工事費、保険料、消費税、地方消費税及び      

その他本事業に適当と認められない費用 
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（２）当該年度に要する見守り機器の導入に伴う通信環境整備に係る以下の経費について 

  ⇒メンテナンス費、通信費、保険料、消費税、地方消費税及びその他本事業に     

適当と認められない費用 

 

■６ 補助金の交付額（要綱別表） 

 補助対象経費の２分の１を補助する。ただし、千円未満は切捨てとする。 

 補助上限額については以下のとおり。 

 ・「移乗介護」及び「入浴支援」ロボット ⇒ １台につき１００万円 

  それ以外のロボット ⇒ １台につき３０万円 

 ・見守り機器の導入に伴う通信環境整備 ⇒ １事業所につき１５０万円 

 

■７ 補助限度台数（要綱別表） 

サービス種別に関わりなく、利用定員数を５で除した数 

※要望の状況により台数を調整することがあります。 

 

■９ 募集期間 

 令和５年６月１５日（木）～７月１４日（金） 

※県の予算額を超える応募があった場合には、公平性や補助効果を勘案して、予算額の  

範囲内で補助対象事業者を決定するほか、補助台数及び補助額を調整することが   

あります。 

※提出書類が足りない場合は、申請は受付けませんので、不足している書類は募集期間内

に必ず提出してください。 

※事前申請は必ず必要です。 

 

９ 補助金申請の流れ 

 

      …県       …事業所    
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見積依頼

•メーカーや代理店に見積書を依頼します。作成日、有効期限、金額内訳は必ず記載してください。

•※交付決定前に発注・購入したロボットは補助対象外です。見積有効期限は4か月程度が望ましいです。

事前申請

•ちば電子サービスにより事前申請を行います。見積書をデータ化し、PDFで添付

•【募集期間】令和５年６月1５日（木）～令和５年７月１４日（金）

事前審査

•見積書の内容と申請金額等を審査します。

•※対象外機器等である場合は個別に連絡

金額提示

•補助予定金額について提示します。

•補助予定金額の決定等により申請を取り下げる場合は申告し、これ以降の手続きは不要です。

交付申請

書の送付

•必要な書類をそろえ、補助金交付申請書を送付します。※書面申請、一部データ提出あり

•【申請期間】金額提示後に御案内（８月～９月）

•【提出先】千葉市中央区市場町１－１ 千葉県庁高齢者福祉課 法人支援班あて郵送《必着》

内容審査→
交付決定

•提出される書類を審査します。

•審査後、補助金額や機器について交付決定を行い、各施設に書面で通知します（９月～１０月を予定）

※交付決定後に機器等を変更する場合は、導入前に事前に県庁まで御相談ください。

事業実施

•交付決定日以降介護ロボットを導入し、実際に施設で使用していただきます。

•※導入が年度内（令和６年３月３１日）に間に合わない場合は、交付決定後の導入でも補助対象外となります。

実績報告

書の提出

•使用した状況などを踏まえ、実績報告書を御提出してください。

※導入後書類が提出できるようになりましたら、速やかにご提出ください。

額の確定

を通知

•実績報告書から補助対象になるかなどを再審査し、補助金額を確定したうえで、書面にて通知します。

請求書の

送付

•補助額を確定する書類が届きましたら、確定額に基づき、請求書をご送付ください。

※最終の支払いは令和６年５月末予定です。

導入結果

の報告

•導入年度を含む３年間（令和７年度まで）導入結果報告書を県へ提出します。


